
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

       

 
 
 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

子育て便り 寄稿：西九州大学・西九州大学短期大学の窓から  

 

永原学園地域子育て支援センター 

さんこう・ぽぽらだより 
令和５年８月発行・第 196号 

認定こども園西九州大学附属 三光保育園 

TEL:0952-31-6877 

♪薄着の習慣を始めましょ。 

♪戸外で元気に遊びましょう。 

 

 
8月・9月の「子育て支援事業」のお知らせ 
 

・8月 29日（火）10：00～12：00 …フリーディ(水遊びあり) 

・8月 30日（水）10：00～12：00 …フリーディ(水遊びあり) 

・9月 11日 (月) 10：00～12：00 …なかよしミックス(水遊び) 

・9月 13日（水）10：00～12：00 …赤ちゃんの日(触れ合い) 

・9月 14日（木）10：00～12：00 …フリーディ 

・9月 19日（火）10：00～12：00 …フリーデイ 

・9月 20日（水）10：00～12：00 …フリーデイ 

・9月 21日（木）…防災講座 先着 3組 

         ① 9：30～、② 10：45～ 

開催場所：子育て支援センター「さんこうぽぽら」(三光保育園内) 

 

※電話でお申し込みください。（受付時間：9時 30分～17時まで） 

8月分の予約は、8/1から受け付けます。9月分の予約は 9/1か

ら受け付けます。 

※赤ちゃんの日は兄姉児の参加はご遠慮下さい。 

フリーデイ、ミックスの日は、参加できます。 

小学生の兄姉児の参加はご遠慮いただいております。 

※感染症対策にご協力ください。 

※詳しくは、ホームページを必ずご覧ください。 

「シニアサロンぽぽら」 

子育て支援センター「さんこうぽぽら」では、月に 1回 

地域の方におこし頂き楽しいひと時を過ごしています。 

お茶とお菓子を頂きながら久しぶりにおしゃべりしませんか？ 

日時：8月 28日（月）、9月 12日（火） 

    

   暑中お見舞い申し上げます🌸 

 

 今年は春の WBC に始まって、色々な世界大会が行われ

ています。世界中の人達がマスクを外して笑顔で歓喜す

る姿は見ている側にもパワーが伝わります。 

一方、５月以降幼児教育施設でも体調が悪くない限り

マスクを外した生活が始まりました。給食の時間も対面

でテーブルを囲み、楽しそうな会話が生まれています。

何だかやっと食事を楽しむ余裕ができた感じです。 

先日の園長会では、子ども同士のトラブルが減ってき

たとマスクを外した生活の変化を上げた先生がおられま

した。「なるほど」とうなずく方も多かったです。 

さて、いよいよ夏休みの始まりですね。多くの家庭が

計画を練られていることと思います。ぜひ、夏ならでは

の自然体験も楽しみましょう。また、盆踊りや太鼓など、

日本の伝統文化の楽しさや面白さも体験させてくださ

い。エピソードをお聞きすることを楽しみにしています。 

（三光保育園園長） 

  8月の生活目標 

 
・遊んだ後は、みんなで 
片付ける 
  

・自分のことは一人で 
やってみよう。 

♪育児相談・食育相談をしています♪    

三光保育園及び三光幼稚園では、育児・食育相談を受け
付けています。お気軽にお申し込み下さい。 
※毎月第 3火曜日の 14時～16時までは、西九大短大部
教員による食育相談を行っています。 
事前にお電話でお申し込みの上、ご利用下さい。 

さんこう・ぽぽら園庭開放の時間帯について 
【開園日】○月～金（祝祭日・お盆・年末年始を除く） 
【時 間】○９：００～１２：３０ 

・園行事の為、利用できない場合があります。 
・熱中症指数が高い時は、安全のためご遠慮下さい 
・出前支援の場合は、担当職員が不在になります。 

○１２：３０～１３：３０  
昼休みの為閉園 

○１３：３０～１６：００ 
ご利用の場合は、事前に電話での申し込みをお願いいた
します。 
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寄稿：西九州大学・西九州大学短期大学の窓から 

 

 

子どもを「水の事故」から守るために 

 

西九州大学 短期大学部     

幼児保育学科 教授 牛丸 和人 

 

１ 水の事故への警戒 

 コロナ禍も収束傾向にあり、今年の夏は子どもたちに思いきりプール遊びを体験させ

ようと思われている保護者の皆様もいらっしゃることでしょう。そのような中、子ども

たちを水の事故から守るための手立てを今一度ご確認いただければと思います。 

２ 子どもは静かに溺れるという認識 

 子どもの水の事故の特徴の一つが「保育者や保護者が傍にいたにも関わらず溺れたと

いうことです。そこには、子どもが溺れる際の行動への大人側の勝手な思い込みがある

とも言われています。実は私もその一人でした。 

ドラマやアニメ等で子どもが溺れるシーンでは、子どもがバシャバシャと水しぶきを

あげたり「助けて」と大きな声で叫んだりしていることが多いですね。しかし実際には

子どもたちは静かに沈んでしまうことがほとんどなのだそうです。溺れている状況を理

解できなかったり息を吸うのに精一杯で声を出せなかったりしながら静かに沈む、これ

を本能的溺水反応と言うそうです。「まさかこんなに浅いプールで」「ちょっとの間なら

かまわないだろう」「これまで大丈夫だったし」といった思い込みや油断が重篤な事故に

つながったケースが少なくありません。子どもから片時も目を離してはいけないという

ことを再認識しておきたいものです。 

３ 水難事故は室内でも・・・ 

水難事故は園内だけで発生するわけではありません。家庭用のビニールプールやお風

呂でも起きています。消費者庁のＨＰには風呂での水難事故防止のために以下のような

具体的な手立てが示されていますのでポイントを紹介します。 

【風呂での事故防止】 

〇大人の洗髪時は子どもを浴槽から出す。〇大人が先に入り子どもを先に出す。  

 〇子どもだけで入浴させない。 〇子どもが小さいうちは浴槽の水を抜く。 

 〇風呂場前にベビーゲートを設置する。 

【洗濯機での事故防止】 

〇洗濯機にはチャイルドロックをかけて蓋を開けられないようにする。 

４ 子どもにも水の怖さを教える 

 水難事故防止のために私たち大人が気をつけることは勿論ですが、子どもたちにも水

の怖さを教えたり、万が一のために着衣泳訓練を取り入れたりすることも危機管理には

必要だと言われています。私たち「大人の行動」が、多くの水の事故から子どもを守れ

るということを自覚しておきたいですね。 

 


